














言語 / 継承語としての日本語プログラム :（Special Japanese Program）」とに分かれ、
多様な言語背景の学習者に対し、初級から上級までの継続的なプログラムを実施してい











































































本学の授業で用いられている LMS には、Moodle や Google Classroom などがある。
これらは、オンライン授業を開始する以前より、対面授業を支えるシステムとして各
授業で使用されてきた。2020 年度春学期以降には、同期型授業を実施する方法として、











のある Google Classroom と Zoom を使用し、課題の指示・提出や採点、クイズの実施
などの学習管理を Google Classroom で、同期型授業を Zoom で行った（5）。特に Google 
Classroom は、通常授業における授業内配布物や資料を共有する以外に、データの保存




































本稿が対象とするコースは、2020 年春学期（4 月から 6 月末）に実施された初級後
半（CEFR A2 レベル）のコースである。コース担当教員は 3 名、履修者数は計 22 名
であり、海外からの履修者は 11 名（イギリス 2 名、アメリカ 4 名、韓国 3 名、メキシ
コ 1 名、中国 1 名）、東京からの履修者が 10 名、九州地方からの履修者が 1 名であった。
コースは、1 週間計 10 コマ（漢字・語彙 1 コマ、文法 3 コマ、聴解・会話 1 コマ、読解・








































師のフィードバックを読み、修正している）」の 3 項目を各 5 点満点で評価した。
本コースで作成された実際の作品は、自作の物語文が 7 作品、自叙伝または自身のペッ








































































学習管理（4件） 例：Thatwegot topractice in theclassa
lotwhich reallyhad improvedmyJapanese
overall.





















インターネット接続（3件） 例：Theonlyhardpart, forme,was just the
issueofwifi【Wi-Fi】andnot fullyhearing
andunderstandingwhatwassaid inclass,
inwhich there is nothing that teachersor
studentscouldhavedone.
学習量の増加（4件） 例：Forme itwas the largeamountofself-
studyandhomework.























イトの作品を読み意見を交換することについての意見（「I actually enjoyed the project 
process but reading other people was very tiring because a lot of the students used new 
vocab or kanji but it’s part of learning too.」）や、活動の適切性についての意見（「The 
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project was just right. It was not too long and it was not too short.」「The project was 
















アンケートにおいても、「It was great that we got lots of feedbacks from the teachers 
and it helped me a lot.」という記述から、個別のフィードバックが有効であることがわ



































Slides で作成したページを PDF に変換したものを指し、デジタルブックスとなる。
（3） ICU では 2020 年秋現在、対面及びオンラインを授業内容に合わせ適切な形で融合
する「ハイブリッド」型の授業の実施が行われている。




（5） ただし、2020 年春学期時点で、中国にいる学生は Google システム（大学公式メー
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